
 

 

 

 

報道関係各位 

2026年 1月 吉日 
 

                     高校生の入院・長期療養中の学びについて考える 

「病気療養中の高校生を応援する支え合い井戸端セミナー」in 四国について 

特定非営利活動法人 未来 ISSEY 

代表理事  吉田ゆかり 

特定非営利活動法人 未来 ISSEY（事務局：香川県丸亀市、代表理事：吉田ゆかり）は、令和 8 年 2 月 15 日、高松商工会議

所において上記イベントを開催いたします。 

本セミナーは赤い羽根福祉基金の助成のもと昨年度より全国各地で実施しているもので、高くご評価いただいた昨年度の「北

海道、東京、大阪、福岡」開催に続き、今年度は、「広島、東北（福島）、四国（香川）、名古屋」で開催を予定しております。 

つきましては、四国初開催のセミナーのご取材を賜りますよう、何卒お願い申し上げます。 

【課題と目的】 

病気療養が長くなる高校生は出席日数が足りず、休学・退学を選択することが多いというデータがあります。院内学級で学ぶ

という方法がなく、学校に通いたい、友だちと一緒に学び進級・卒業したいという思いを持ちつつも、情報がなく通学を諦めるこ

とになるというのが主な理由です。 

文部科学省からの通知等で、この問題については高校生の実態に応じてオンラインを活用するなど配慮するよう伝えられてい

るものの、地域によってその対応に格差がみられるのが現状です。 

この問題を解消するために、当事者ご家族はもちろん、教育・医療関係者をはじめたくさんの一般の皆様に、課題と全国にあ

る好事例、解決方法を知っていただき、高校生が治療後に希望をもって将来を生きられるよう、社会全体で協力し目指すこと

を目的とするセミナーです。 

なお、本セミナーにつきましては、文部科学省、香川県、香川県教育委員会、高松市、高松市教育委員会よりご後援をいただ

いております。 

また本事業は、赤い羽根福祉基金 2025 助成事業です。 

【開催概要】  

◇主催：特定非営利活動法人未来 ISSEY  

応援団長：  認定 NPO 法人わははネット 

        香川県高等学校 PTA 連合会 

◇名称  病気療養中の高校生を応援する支え合い井戸端セミナー in 四国 

◇日時  令和 8 年 2 月 15日／ 13：00～ 15：00  （ 飲食・展示・紹介コーナー／ 11:30 ～ 16:00 ） 

◇会場  高松商工会議所 大ホール（オンライン併用） 〒760-8515 香川県高松市番町２丁目２番２号 

◇内容 [ステージ上：講演] 

 ［第１部］    未来 ISSEY による、現状と提言発表 

 当事者体験紹介 清野莉恵さま 

          当事者保護者体験紹介 桒原久美 

          都留文科大学・学校教育学科特任教授 佐藤比呂二先生  

  ［第２部］  元県立高等学校校長 泉谷俊郎先生 

          香川大学医学部附属病院小児科 病院助教 福家典子先生 

         香川県美容業生活衛生同業組合 副理事長 泉保千好江さま 

          未来 ISSEY グッドブラザー 青山治樹さま・木幡ゆいさま 

   [地域団体・企業・ボランティアによる展示・紹介コーナーを常設] 

◇HP から、これまでの成果についてご覧いただけます。 

    https://miraiissey.com/highschool/ 

 

【お問い合わせ先】  特定非営利活動法人未来 ISSEY 

住所：香川県丸亀市葭町 17   電話：0877‐35⁻8115     mail：miraiissey@miraiissey.org      写真は R7. 11 月広島大会の風景 
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四国初開催！！ 
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楽満席時 は立 見に て 当日葵 加可

NPO 法人未来 ¦SSEY
香川県丸亀市葭町17
メーノレ: miraiissey@miraiissey.org

YouTube 配信あ り

ー セ ミナー時間
6 13:00- 15:00

11:30̶16:00
高松商工会議所 大ホール
( 〒760-8515 香J11県高松 市番町 2 丁 目 2 番 2 号)

※会場内で飲食店 • 展示 • 紹介コーナーのイベン トも同時開催

四 国会場¦
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まずは知 ってもらうこと。そこから支援は始まります。
今、病気 と闘 ってい畜高校生はもちろん, あなたの近 くにいるあの子が.
今後. もしかしたら支援を必要 とす名かもしれません。
そんな. 高校生への支援を考えるセミナーです。

子どもと大人の狭間で. 支援の隙間にいる病気療養中の高校生がいる
ことを知 っていますか ?

［を応援する(

支え合い井戸端セミナー ！

医 着 : 150 名

知 ってみませんか ？

の

現地

【応 援団長】懿 定 NPO法 人わ ははネ ッ ト

香川 県高等 学校 PTA 連台 会

【後 援】 文部科 学省 , 番 ¦¦県 , 香 川県教育妻貝 冬 高松 市 , 高松市教育養貝 套

この 事業 は中 央共 同募 金会 「赤 い羽 根福 祉基 金」の助成 を受 け実 施 してい ます。
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f lUor ider LUet ai i ffi iづ ワ トノコ ザー

レ モ ネ ー ドス タ ン ド & ス イ ー ツ ｛小児がん支援募金)

丸亀 ロー タ リー クラブ様による出店"

レ丑ネー ドを・通 じて 支ゝ援の轄を広げる参加型の小児がん支援 プロジ ェク トです。

W c nd e rM et a 美 術 館
病気 を抱えるお子さまが、 自分の気持ちや世界を絵 に込めた作品展。

「子 どもたちの心 の声 を見つめ、受け止める」特別 な展示 です。

フ ァ ッシ ョンエ ール ( ボ ッ プア ッ プ店 )
病気を抱 える方や ご家族、そ してす べ て " へ 。

服 だけでな く、小物や ネイル、お守 りアー トメイ クな ど. そんなち ょっと したも

のを身にま とうことで心が動 く、フ ァ 、ッシ ョンの力で前を向 くエールを届けます。

未 来 !S SEY 「グ ッ ドブ ラザ ー事 業 」 展 示
(大学生 • 高校生グ ッ ドブラザーが案 内 します)

高校生 • 大学生 • 大人がチーム とな り、病気を抱 えるお子さまを支える力を届ける
未来 !S5EY O応援事業。 「誰 かのために動 く」その さまざまな活動 を紹仰 します。
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曾疑応答4

11:30- 16:0€

元県立高等学校校長 ：泉谷俊 郎

B BSB 第 2 部 香川の取 り組み

グッドブラザー 青山治樹 • 木幡 ゆい

教育関係者に作る事例紹介
< 学びたい人が学び続 けるとい うこと

香 川大 学医 学 部 附属 病 院 小 児 科 福 家典 子

支援者の取り組田
高校生の学び とア ピアランスケア

一香川県のがん支援か ら考える
「外見 と心」のサポー トー

医療者の取つ組み
香川大学における

入院中の高校生の学習支援の現状

香出 県美 容業 生 活衛 生 同 業組 合 美 容 師 泉保 千好江

支える人にはぎ前に、
隣にいる人ごいる

一 学生 ボランティアとしてできる こと

13:00

友七ち • 学び ・希望
X 一 高校生の今 を支え る大切な ことー
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質疑施答

第 1 部 知 ろう 未来 ISSEY ：吉田 ゆか り

未来 ISSEY : 棄原久美

: 佐藤比 呂二
保護者の体験紹介

高校生が 瀬 れ る相手" を見つけるとき
一親の視点から、心がひらく瞬間 ー

当事者にふる体験紹介
治療の先にあるはずの未来が
治療によって閉ざされないために

院内学級の先生にさる事例紹介
出会いはタカラモノ

一子 どもから教えられた ことばか り・ -

「病気で悩む高校生へ ー支 えたい仲 間が、ここにい る」
応援団長メッセージ 認 定NP。法人 わははネッ ト理 事長 中橘患美子 応援団長メッセージ 香川県高等 学校 町A 連合会会長 杉本騰利 主催者メ ッセージ NP0法 人 未 来 ¦SSEY 代 表 理 事 吉 田 ゆ か り

孤 立 す る子 育 て 家庭 に寄 り添 い 、観 も

子 ど も も 「自分 の居 場所 」 と思 " 場

をつ く りた 4  そ の思 " でゝ約 30年 活 動

して きま 、、一は、 一 方 で、 病気 を抱 ；I る

子 ど もや成 長 した中 高 生 と関 わ る機 会

は限 られ て い ま した。今 回 を機 に現 実

を知 り、飽 域 の 一 人 と して で き る こ と

を・一 緒 に 考 ;して い き たい と思 い ます .

一 緒 に考 え ま し ょう 1

私 自身 4 人の 子 育 て を経 験 し、社 会 全体

で子 ど もを 見守 る大 切 さを感 じつつ 、25

年 に 打た り PTA 活動 に携 わ って きま し

た。 多 様 な家 庭 環 境 の 中 で、孤独 を抱 史

なザ ら子 育て を して い る ご家 庭 も少 な く

あ りませ ん。 今 回 の イベ ン 卜を酒 じ、杜

会 全体 で孤 立 させ な い仕 組 み が広 が る こ

とを期 待 し・てい ます 。子 ど もた ちの 笑 顔

の た 的 に 、共 に 考 吏て い き ま し ょう.

私 め 息子 は、 小学 生 の と きに撞 彼 筋 肉

腫 とい う小児 が ん を経 験 しま した ー, そ

の 経験 を消 して 、 学ふ こ とを蜀吊］られ

なか った 高校 生 た ち に も出金 い ま した 。

「学 びた い」 とい う思 い は、 治療犠 の 自

分 の 未 来 を信 じて い るあ らこ そ生 まれ

ます 『 知 って い れ ば 守れ るこ と、行 動

で き る こ とが た くさんあ りま す I: ど W

か 、応 援 を よ ろ し < お願 いい た します 。
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